
 

 

 

 

 

 

 

 

音楽学習学会 
第 21 回研究発表大会 

 

 

 

 

2025 年 8 月 30 日 

椙山女学園大学 



 

 

～ 第 21回研究発表大会 概要 ～ 
 
 
 

期日：2025年 8月 30日（土曜日） 
会場：椙女学園大学 現代マネージメント学部棟２階 

（最寄り駅：地下鉄東山線「星ヶ丘」駅～徒歩８分） 
 

 

 

大会スケジュール 
 
 

09:30～10:00 受付   （206 講義室前） 
10:00～10:10 開会挨拶     （206 講義室） 
10:10～12:00 シンポジウム  （206 講義室） 
 
12:00～13:00 休憩 
 
13:00～13:30 2025 年度総会     （206 講義室） 
13:45～16:15 研究発表      （206~203 講義室） 
 

 
 
 
参加費： 

会員 ：￥3,000 学生会員 ：￥2,000 
非会員：￥4,000 非会員学生：￥3,000 

 
情報交換会（懇親会）： キャンパス内学食にて 会費 4000円（税込） 18:00～ 
 
 
 



 

椙山女学園大学星ヶ丘キャンパス構内図  

 
椙山女学園大学星ヶ丘キャンパス 

〒464-8662 名古屋市千種区星ヶ丘元町 17 番 3 号 

 

１ 名古屋駅から地下鉄東山線で 20 分、10 本目の「星ヶ丘」で下車 

 ２ 地下鉄「星ヶ丘」駅 6番出口へ 

 ３ ６番出口を出て左折し、そのまま星ヶ丘テラスの歩道を進む 

 ４ 「星ヶ丘自動車学校」が前方に見える信号を左折 

 ５ 道路に併設されているエスカレーターを上る 

 ６ エスカレーターを降りたら左折すると前方に教育学部棟（図中M）が見えます。 

 ７ 教育学部棟の左側の建物（図中 N）が会場の現代マネジメント学部です 

*地下鉄星ヶ丘駅から会場まで徒歩 7-8 分です 
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会場：椙山女学園大学現代マネジメント学部２F 

       全体会場（シンポジウム・総会）：206 講義室 

       研究発表会 A 会場：206 講義室 

B 会場：205 講義室 

C 会場：204 講義室 

D会場：203 講義室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体会場 

研究発表 A 

研究発表D 

研究発表C 

 

研究発表 B 

 



 

プログラム 

 

全体会：シンポジウム（10:10～12:00） 206教室 

 

「部活動の地域移行と音楽学習」 
 
話題提供：新山王 政和 氏（愛知教育大学教授） 

話題提供 ：北山 敦康 氏 （静岡大学名誉教授） 

企画・進行：竹内 貞一（東京未来大学・本会理事） 

 

⽂化庁は、主に中学校等の⽂化部活動の地域移⾏について、令和５年度から令和 7 年度までを「改

⾰推進期間」として位置付け、「休⽇の部活動の地域連携や地域クラブ活動への移⾏について、地域

の実情等に応じて可能な限り早期の実現を⽬指す」としている。本年度はその改⾰推進期間の最終年

度に当たる。 

この⽅針を受け、これまでに全国各地で⾳楽部活動の地域連携の事例や、地域クラブ活動の事例な

どが蓄積されてきたものの、地域の実情によってその進捗、実施主体や運営⽅法などは⼤きく異なっ

ている。この地域移⾏の成否は、ある意味では地域における⾳楽学習の機会の⼀つを維持できるか否

かに関わる問題でもある。また、⾳楽部活動の地域移⾏を検討する中で、これまで⾳楽⽂化の維持・

発展に学校が果たしてきた役割の⼤きさも再認識されるのではないかと考えられる。 

このシンポジウムでは、⾳楽部活動の地域移⾏の現状、その背景や課題、今後の展望などについて

話題を共有し、⾳楽部活動の地域連携や地域クラブ活動のあり⽅などについて議論を深める機会とし

たい。 

  



 

2025 年度総会（13:00～13:30） 206 教室 
 
 
 

2025年度 総会次第 
 
 

l 議長選出 
 
議題 
 
１．2024 年度事業報告 
 
２．2024 年度決算報告 
 
３．2025 年度事業計画 
 
４．2025 年度予算案 
 
５．新理事決定の報告 
 
６．理事代表の承認 
 
７．その他 
 
 
 
 
 
※ 総会をご欠席の場合は，あらかじめ学会 HP 内「大会出欠確認」より，総
会委任状 へのチェック入力にご協力をお願いいたします。 



研究発表 13:45～16:15 （A～D会場) 
 
 
研究発表会場A（206講義室）       座長：竹内 貞一（東京未来大学） 
 

1.  分析批評における感受の言語化 －主題と調の視点による－ 

上野学園短期大学   内田 有一 

 

2.  音楽鑑賞教育におけるルーブリック開発のプロセス 

－「批評文」によるモデレーションを通して－ 

富山大学  多賀 秀紀 

富山大学  増田 建太 

 

3.  中学校音楽科鑑賞授業における教授行為に関する研究 

三重大学教職大学院 院生  山本 健太 

 

4.  生活や社会の中にある音楽の意味や価値を見出す力の育成 

－個別最適な学びと協働的な学びの一体充実をはかる鑑賞授業を通して－ 

築上町立築城中学校  山本 耀平 

 

 

 

研究発表会場B（205講義室）       座長：津田 正之（国立音楽大学） 
 

1.  ヤマハとの接点から探る「ふしづくりの教育」の変容 

―古川小学校と下羽栗小学校の事例から― 

早稲田大学  稲生 涼子 

 

2.  学習指導要領 音楽科における知識観の 変遷 

椙山女学園大学大学院 鈴木 あいり 

 

3.  国民学校期における八十田歳雄の音楽教育実践の実際 ―和音感教育を手がかりに― 

奈良女子大学大学院生 ・金沢大学附属小学校  徳田 典子 

 

4.  エンゲストロームによる「活動システム」モデルを用いた 授業研究の動向 

埼玉大学教職大学院  橋本 廉士 

 

5.  1970 ～1980 年代の小学校音楽科教科書における わらべうた教材に関する研究 

―小泉文夫の音楽教育思想に着目して― 

埼玉大学教職大学院  逸見 友花 

   埼玉大学  森 薫 

  



研究発表会場C（204講義室）  座長：八木 正一(聖徳大学) 
 

1． 中学校音楽科の〔共通事項〕における「形式」の学習意義と指導の課題 

椙山女学園高等学校  山上 京夏 

 

2． 生活や社会の中の音楽と豊かに関わる音楽学習の一方策 

―「共通点」を生かした民謡の指導過程― 

船橋市立行田東小学校  桶田 加代 

 

3． ナショナル・アイデンティティを育む学習プログラムの開発と WEB 教材の制作 

九州女子大学  城 佳世 

 

4． 小学校低学年の歌唱における音の高低の認識について 

－目の開閉の状態および母音唱、音名の比較－ 

目白大学  田中 樹里 

 

5． 歌唱表現を創意工夫する力を育成するための研究 

－指導書実践編の赤字分析を通して－ 

前国立音楽大学大学院（院生）、神奈川県公立中学校音楽科教諭  松本 悠花 

 

 

 

 

研究発表会場D（203講義室）  座長：森 薫（埼玉大学） 
 

1． 合唱伴奏についての一考察 ―「ことば」とピアノの関わりに着目して― 

ピアニスト  岡村 梨奈 

 

2． 教員養成におけるピアノ伴奏の意義を再考する －PCK との構造的近似性に注目して － 

椙山女学園大学  筒井 紀貴 

 

3． 音楽における身体表現の深化をめぐって 

－コンテンポラリーダンスに学ぶ《表現媒体》としての身体－ 

佐賀女子短期大学  藤井 菜摘 

 

4． マイクロスリップを通して捉える幼児の音楽的創造行為 

－手作り楽器製作のプロセス に着目して－ 

兵庫教育大学  藤尾 かの子 

 

5． サウンド・エデュケーションによる表現力向上の実践 

－保育士・幼稚園教諭養成課程のピアノ実技において－ 

目白大学  前田 菜月 



 

 

 

研究発表要旨 

 

 

研究発表 A・・・206 講義室 pp. 9-12 

研究発表 B・・・205 講義室 pp.13-17 

研究発表 C・・・204 講義室 pp.18-22 

研究発表 D・・・203 講義室 pp.23-27 

 

 

 

 

 

発表要領 

 

⚫ 発表 ： 20 分間， 質疑応答 ： ５分間， 発表者交替・準備 ： ５分間  

円滑な進行にご協力お願いいたします。 

⚫ 会場には，PC 用のプロジェクター(HDMI)，スクリーン，音声のスピーカー

出力の準備があります。 ＰＣ，接続アダプター，その他の特別な機器等は，

発表者各自でご準備下さい。また，機器の接続確認につきましては、お昼休

みにお願いします。 

⚫ 当日の配付資料がある場合は，あらかじめ印刷の上，ご持参下さい（例

年，1 発表につき多くて 30 部程度です。残部は回収をお願いします）。 


